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研
究
発
表
要
旨

北
海
道
開
拓
者
精
神
と
キ
リ
ス
ト
教

坂
本
直
寛
に
お
け
る
政
治
と
宗
教

臼
　
　
井
　
　
暢
　
　
明

　
明
治
以
降
の
北
海
道
開
拓
移
住
団
体
を
分
類
す
る
と
、
伊
達
士

族
な
ど
の
「
移
住
士
族
集
団
」
、
北
辺
の
防
衛
と
い
う
国
策
か
ら
編

成
さ
れ
た
「
屯
田
兵
」
、
そ
の
後
の
各
地
か
ら
の
「
農
民
団
体
」
や

「
開
拓
結
社
団
体
」
、
諸
々
の
弩
宗
教
的
団
体
し
な
ど
に
分
け
ら
れ

る
。
開
拓
移
住
は
、
総
じ
て
「
経
済
的
」
現
象
で
あ
る
が
、
一
部

に
は
、
「
宗
教
的
」
動
機
を
伴
っ
た
も
の
も
存
在
す
る
。
キ
リ
ス
ト

教
関
係
で
は
、
「
赤
心
社
」
（
明
治
十
四
年
、
浦
河
）
、
「
イ
ン
マ
ヌ

エ
ル
」
（
二
十
四
年
、
瀬
棚
郡
利
別
村
）
、
「
聖
園
農
場
」
（
二
十
六

年
、
浦
魯
）
、
そ
し
て
「
北
光
社
」
（
三
十
年
、
ク
ン
ネ
ッ
プ
）
な

ど
が
あ
る
。

　
こ
こ
で
の
テ
ー
マ
は
、
「
北
光
社
」
の
創
立
者
の
～
人
で
あ
る
坂

本
直
寛
に
つ
い
て
、
特
に
彼
の
「
北
光
社
」
設
立
及
び
北
海
道
移

住
に
関
わ
る
思
想
と
行
動
に
つ
い
て
、
「
北
海
道
開
拓
者
精
神
史
し

に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
の
役
割
と
い
う
観
点
か
ら
光
を
当
て

る
こ
と
で
あ
る
。

　
坂
本
直
寛
は
嘉
永
六
年
、
坂
本
龍
馬
の
甥
と
し
て
土
佐
に
生
ま

れ
た
。
立
志
学
舎
で
学
び
、
特
に
ミ
ル
、
ベ
ン
サ
ム
、
ス
ペ
ン
サ
ー

の
英
国
自
由
主
義
思
想
に
通
渉
し
た
彼
は
立
志
社
に
入
り
、
人
民

主
権
を
盛
り
込
ん
だ
「
曝
本
憲
法
見
込
案
」
を
起
草
す
る
な
ど
、

当
時
屈
指
の
進
歩
的
・
革
新
的
自
由
民
権
思
想
家
と
し
て
活
躍
し

た
。
明
治
十
入
年
、
高
知
教
会
で
ナ
ッ
ク
ス
か
ら
受
洗
し
キ
リ
ス

ト
教
徒
と
な
り
、
そ
し
て
明
治
二
十
年
、
三
大
事
件
建
白
運
動
に

関
連
し
て
保
安
条
例
に
よ
り
片
岡
健
吉
、
武
市
安
裁
な
ど
と
共
に

投
獄
さ
れ
、
二
十
二
年
憲
法
発
布
の
大
赦
に
よ
っ
て
出
獄
し
た
。

明
治
二
十
九
年
頃
、
片
岡
健
吉
ら
と
合
資
会
社
「
北
光
社
」
を
設

立
し
て
北
海
道
拓
殖
事
業
を
決
意
、
三
十
年
に
最
初
の
移
住
者
と

共
に
ク
ン
ネ
ッ
プ
に
移
住
し
た
。
北
光
社
社
長
で
あ
っ
た
彼
は
、

そ
の
三
カ
月
後
に
何
故
か
社
長
の
地
位
を
沢
本
楠
弥
に
ゆ
ず
り
、

い
っ
た
ん
高
知
に
帰
っ
た
後
、
翌
年
家
族
と
と
も
に
浦
臼
の
聖
園

農
場
に
移
住
し
た
。
三
十
五
年
、
キ
リ
ス
ト
教
系
屡
刊
新
聞
「
北
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辰
ヨ
報
L
発
刊
に
際
し
て
主
筆
に
迎
え
ら
れ
札
幌
に
移
住
し
、
夕

張
で
発
会
し
た
大
日
本
労
働
至
誠
会
の
会
長
に
な
る
な
ど
、
政
治

的
活
動
を
再
開
し
た
が
、
そ
の
直
後
植
村
正
久
牧
師
の
強
い
勧
め

で
日
本
基
督
教
会
旭
川
講
義
所
の
伝
道
師
と
し
て
赴
任
し
た
。
そ

の
後
ピ
ア
ソ
ン
夫
妻
と
と
も
に
箪
隊
伝
道
、
十
勝
の
監
獄
伝
道
、

廃
娼
運
動
に
挺
身
し
た
。

　
本
発
表
の
資
料
と
な
る
の
は
、
彼
の
北
光
社
設
立
及
び
移
住
前

後
の
時
期
に
成
立
し
た
二
つ
の
文
書
、
即
ち
、
『
海
外
移
民
論
』
（
明

治
二
十
入
戸
）
及
び
『
北
海
道
の
発
達
』
（
岡
三
十
年
）
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
こ
の
二
つ
の
資
料
の
比
較
検
討
か
ら
、
彼
の
北
海
道

開
拓
に
関
す
る
思
想
と
動
機
に
つ
い
て
、
特
に
政
治
的
モ
チ
ー
フ

と
宗
教
的
モ
チ
ー
フ
の
関
連
と
い
う
視
点
か
ら
私
見
の
一
端
を
述

べ
る
。

　
『
海
外
移
民
論
』
は
、
榎
本
武
揚
な
ど
に
よ
る
メ
キ
シ
コ
移
民
組

合
の
企
画
に
賛
同
し
て
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
彼
は
早
く
か

ら
拓
殖
事
業
の
計
画
を
持
っ
て
い
た
。
そ
の
き
っ
か
け
は
獄
中
で

聖
書
を
読
ん
だ
こ
と
で
あ
る
。
『
自
伝
』
に
よ
る
と
、
或
る
田
申
命

記
八
章
を
読
ん
で
大
い
に
神
の
恩
寵
を
受
け
、
モ
ー
ゼ
に
ヘ
ブ
ラ

イ
国
民
建
設
の
偉
業
を
為
さ
し
め
た
神
の
事
跡
に
倣
っ
て
、
将
来

或
る
事
業
を
試
み
よ
う
と
の
希
望
を
抱
い
た
。
そ
れ
が
メ
キ
シ
コ

植
民
の
企
画
へ
の
参
加
決
意
に
つ
な
が
る
。
こ
の
原
稿
が
書
か
れ

た
時
点
で
は
、
ま
だ
北
海
道
開
拓
移
佐
の
構
想
は
な
か
っ
た
の
で
、

こ
れ
は
彼
の
北
海
道
移
住
構
想
の
前
歴
と
し
て
重
要
な
も
の
で
あ

る
。
こ
の
原
稿
か
ら
読
み
と
れ
る
重
要
な
点
は
次
の
三
点
で
あ
る
。

ω
　
「
新
天
地
へ
の
旅
立
ち
」
の
イ
デ
ー
　
獄
中
で
の
聖
書
か
ら
の

　
啓
示
が
具
体
化
さ
れ
る
の
は
、
こ
の
メ
キ
シ
コ
殖
民
計
画
で

　
あ
っ
た
。
第
四
童
で
彼
は
殖
民
の
世
界
史
的
意
義
を
強
調
し
、

　
伝
統
や
習
俗
か
ら
自
由
な
新
世
界
で
の
新
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
建
設

　
は
、
社
会
政
策
、
政
治
上
の
実
験
を
可
能
に
す
る
と
述
べ
る
。

②
　
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
　
第
一
～
三
章
で
彼
は
、
干
魚
戦
争
を
義

　
戦
と
し
、
そ
の
勝
利
を
も
た
ら
し
た
の
は
天
皇
の
稜
威
と
軍
隊

　
の
忠
勇
、
圏
民
の
愛
国
心
、
そ
し
て
神
の
摂
理
で
あ
る
と
す
る
。

　
そ
し
て
こ
の
戦
争
を
列
強
に
伍
す
る
大
和
民
族
の
世
界
的
膨

　
張
、
つ
ま
り
海
外
移
民
を
計
る
一
大
好
機
と
位
置
づ
け
る
。
こ

　
こ
に
は
明
ら
か
に
旧
約
思
想
と
結
び
つ
い
た
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム

　
が
見
ら
れ
、
初
期
の
「
民
権
」
思
想
か
ら
「
国
権
」
思
想
へ
の

　
変
化
が
見
ら
れ
る
。

㈲
　
殖
民
地
建
設
に
お
け
る
宗
教
教
育
の
意
義
の
強
調
　
第
七
章
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で
彼
は
、
宗
教
の
役
割
を
殖
民
の
倫
理
的
徳
性
を
喚
起
す
る
と

　
こ
ろ
に
あ
る
と
捉
え
、
そ
の
模
範
を
ア
メ
リ
カ
開
拓
に
成
功
し

　
た
ピ
ュ
ー
リ
タ
ニ
ズ
ム
及
び
北
海
道
浦
臼
の
聖
園
農
場
に
見
て

　
い
る
。

　
さ
て
、
そ
の
間
に
日
清
戦
争
が
終
わ
り
、
日
本
を
巡
る
国
際
情

勢
は
緊
迫
し
、
特
に
領
土
拡
張
傾
向
の
見
ら
れ
る
ロ
シ
ア
の
動
向

に
対
す
る
政
治
的
関
心
が
彼
の
「
進
路
変
更
」
を
決
定
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。
彼
が
北
光
社
設
立
を
決
意
し
、
そ
し
て
ク
ン
ネ
ッ
プ

の
現
地
視
察
に
出
か
け
る
直
前
の
明
治
二
十
九
年
入
月
、
札
幌
農

学
校
新
渡
戸
稲
造
主
宰
の
夏
期
講
話
会
で
行
っ
た
講
演
の
筆
記
録

が
『
北
海
道
の
発
達
』
で
あ
る
。

　
ま
ず
、
こ
の
講
演
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
北
海
道
開
発
当
局
者

の
拓
殖
方
針
に
対
す
る
彼
の
批
判
、
特
に
当
時
の
「
大
土
地
所
有
」

と
「
小
作
主
義
」
の
弊
害
へ
の
批
判
で
あ
る
。
小
作
人
を
奴
隷
状

態
に
置
く
こ
の
方
法
で
は
「
北
門
の
鎖
鋪
」
（
対
ロ
シ
ア
へ
の
戸
締

ま
り
）
の
役
割
を
果
た
せ
な
い
と
主
張
す
る
。

　
更
に
彼
は
北
海
道
殖
民
の
現
状
に
触
れ
、
開
拓
当
局
の
保
護
政

策
が
道
民
の
「
依
頼
心
㎏
を
強
め
た
と
主
張
し
、
更
に
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
諸
国
の
殖
民
地
の
例
に
習
っ
て
、
北
海
道
の
「
北
門
の
鎖
鎗
」

と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
た
め
に
は
特
に
門
自
治
独
立
の
精
神
」

が
必
要
と
説
く
。

　
そ
し
て
最
後
に
、
殖
民
地
と
宗
教
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
豪

州
や
北
米
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
に
お
け
る
基
督
教
の
偉
大
な
力
を
例

に
、
殖
民
地
の
「
品
格
」
が
高
ま
っ
た
の
は
、
教
会
の
力
に
よ
っ

て
で
あ
り
、
「
敬
神
の
念
」
と
「
博
愛
」
の
精
神
を
開
拓
移
住
の
方

針
と
し
た
た
め
で
あ
る
と
す
る
。

　
こ
の
よ
う
な
彼
の
「
自
営
農
主
義
」
や
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
論
」

は
ま
さ
に
北
光
社
を
設
立
し
て
北
海
道
拓
殖
事
業
に
乗
り
出
そ
う

と
し
て
い
た
坂
本
直
寛
氏
の
思
想
の
核
心
を
示
す
も
の
と
し
て
重

要
で
あ
る
。
北
海
道
人
の
「
依
頼
心
」
を
強
化
し
た
政
府
の
保
護

主
義
、
そ
こ
か
ら
出
て
く
る
「
自
治
の
精
神
」
の
欠
如
な
ど
を
厳

し
く
批
判
す
る
彼
の
論
は
、
い
ま
だ
に
残
存
す
る
北
海
道
人
の
「
官

依
存
」
体
質
の
根
源
を
す
で
に
児
抜
い
て
い
た
も
の
と
し
て
、
注

目
に
値
す
る
。

　
さ
て
、
こ
れ
ら
の
資
料
を
見
る
限
り
、
武
市
安
裁
と
は
異
な
っ

て
、
彼
の
場
合
北
海
道
開
拓
移
住
は
政
治
的
「
挫
折
」
や
「
失
望
し

か
ら
の
転
向
で
は
な
い
こ
と
、
そ
し
て
、
そ
こ
に
は
政
治
的
モ
チ
ー

フ
と
宗
教
的
モ
チ
ー
フ
が
終
始
併
存
ま
た
は
混
塗
し
て
い
る
こ
と
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が
わ
か
る
。
と
こ
ろ
で
そ
の
ど
ち
ら
が
メ
イ
ン
な
の
か
。
ま
た
彼

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
論
に
み
ら
れ
る
民
権
論
的
要
素
と
「
北
門
の
鎖

鋪
」
論
に
み
ら
れ
る
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
釧
国
権
論
、
そ
し
て
キ
リ

ス
ト
教
的
理
念
と
が
ど
の
よ
う
に
結
び
つ
い
て
い
る
の
か
。

　
坂
本
の
思
想
に
お
け
る
政
治
と
宗
教
の
関
連
を
示
唆
す
る
も
の

と
し
て
、
『
自
伝
』
の
中
で
彼
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
、
「
従

来
、
私
が
信
奉
し
て
き
た
政
治
上
の
思
想
は
、
抽
象
的
な
自
由
主

義
、
即
ち
厳
し
い
個
人
主
義
で
あ
っ
て
、
国
家
の
興
廃
は
い
つ
に

こ
の
主
義
の
消
長
に
か
か
わ
る
と
信
じ
て
い
た
。
そ
れ
故
に
、
努

め
て
急
進
的
な
進
歩
説
を
唱
え
て
い
た
。
…
…
し
か
し
実
は
国
家

の
興
廃
に
は
、
目
に
見
え
な
い
、
し
か
も
偉
大
な
「
力
」
、
つ
ま
り

国
民
の
品
行
如
何
が
か
か
わ
っ
て
い
た
、
そ
し
て
そ
の
力
と
は
全

能
の
神
が
私
た
ち
に
与
え
て
下
さ
る
聖
火
で
あ
る
L
。
彼
は
晩
年
に

『
福
音
新
報
』
に
発
表
し
た
～
連
の
論
文
で
も
、
日
露
戦
争
を
「
義

戦
篇
と
す
る
根
拠
と
し
て
繰
り
返
し
「
神
の
摂
理
し
を
挙
げ
て
い

る
。
こ
こ
に
は
明
ら
か
に
旧
約
的
、
預
言
者
的
思
想
が
影
響
を
与

え
て
い
る
。

　
更
に
、
武
市
安
裁
の
場
合
に
は
政
治
的
世
界
そ
の
も
の
へ
の
「
幻

滅
」
が
か
え
っ
て
教
会
を
中
心
と
し
た
「
宗
教
的
共
同
体
し
形
成

力
を
高
め
た
の
に
対
し
て
、
北
光
社
で
の
教
会
建
設
や
キ
リ
ス
ト

教
に
よ
る
教
育
の
努
力
は
き
わ
め
て
弱
か
っ
た
。
北
光
社
移
住
者

の
定
着
率
が
聖
園
農
場
に
比
較
し
て
か
な
り
低
か
っ
た
こ
と
の
決

定
的
原
因
も
こ
こ
に
あ
る
。
更
に
、
坂
本
は
不
可
解
に
も
入
植
後

ま
も
な
く
そ
の
地
を
去
っ
た
。
彼
の
本
来
の
思
想
か
ら
し
て
彼
は

ま
ず
真
っ
先
に
伝
道
所
を
作
り
、
キ
リ
ス
ト
教
精
神
、
倫
理
の
普

及
に
努
め
、
彼
が
説
く
「
自
治
の
精
神
し
溺
養
の
た
め
の
教
育
実

践
に
努
め
る
べ
き
で
あ
っ
た
。
実
は
彼
の
中
途
離
脱
の
最
大
の
理

由
は
彼
が
終
生
政
治
的
活
動
へ
の
未
練
を
捨
て
切
れ
な
か
っ
た
こ

と
に
あ
る
。

　
そ
し
て
　
方
、
彼
の
政
治
思
想
、
特
に
評
緬
さ
れ
る
べ
き
「
自

治
独
立
」
の
思
想
も
そ
の
徹
底
性
に
不
満
が
残
る
。
つ
ま
り
、
こ

の
「
宙
治
・
独
立
」
の
精
神
の
方
向
は
、
か
つ
て
彼
が
鋭
く
批
判

し
て
き
た
中
央
の
藩
閥
学
制
政
府
や
、
ま
さ
に
当
初
か
ら
薩
摩
藩

閥
の
牙
城
で
あ
る
北
海
道
行
政
府
に
対
し
て
向
け
ら
れ
る
こ
と
は

な
か
っ
た
。
こ
こ
に
も
彼
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
陰
を
落
と
し
て

い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
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